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CLOSE UP！

PICK UP！ 〜ユニコムプラザさがみはらで開催されるイベントの一部を紹介します〜 

■ ホワイトの会 樹々の会 ■

Information  

Information  Information  

Take Free 

4 月 20 日（土）～ 27 日 (土) 

平成30年度 女子美アート・セミナー 

通年講座作品展 

女子美オープンカレッジセンターは生涯学習

の場としてアート・セミナー通年講座を開催し

ています。 

本展では銅版画（相模原）コースの受講生の

みなさんが制作した作品を展示します。お気軽

にお立ち寄り下さい。 

白い樹の絵画展 

展

 「ホワイトの会」と「樹々の会」は、それぞれ

相模台と相武台の公民館で、二紀会委員の宮田

翁輔先生の指導のもとに絵（油彩、水彩、アクリ

ル）を 30 年以上描き続けている会です。この 2

つのグループが合同して小品展を開催すること

になりました。 

 特に、９０歳でも絵を楽しんでいる会員 3 人

の卒寿記念コーナーを設けております。ご高齢

の方々の参考になれば幸いです。多くのみなさ

まのご来場をお待ちしています。 

玉川大学公開講座
2019 年 4 月〜8 月 

4 月 22 日（月）～ 28 日（日） 

〜ユニコムプラザさがみはらの大学情報コーナーに出展している大学等の地域連携活動を紹介します〜 

■ 女子美オープンカレッジセンター ■

日 時：①4/6～7/6 先着順 

②5/18～7/20 先着順

③5/28～7/23 先着順

会 場：玉川大学 

参加費：有料（講座による） 

対 象：どなたでも 

問合せ：玉川大学継続学習センター 

電話 042-739-8895 

https: //www.tamagawa-tucl.com 

日 時：4 月 22 日（月）～28 日（日） 

10:00~18:00 
（初日は 11:00～17:00,最終日は 16:00 まで） 

会 場：マルチスペース 

入場料：無料 

対 象：どなたでも 

申 込：不要  

問合せ：ホワイトの会 杉藤 

電話 090-8102-5099 

■相模原市での地域連携活動の紹介

農学部デザイン農学科生活デザイン農学研究室の土橋豊教授は、2017 年 12 月に相模原市相武台団地

で地域交流イベント（デコレーションポットで育てるミニシクラメン こども・おやこワークショップ）

を開催しました。このイベントが縁となり、相武台団地の活性化をめざして「花の商店街」をスタートし

ました。2018 年 7 月には「花苗の植え付け」を、10 月には「ガーデニング講座」を、11 月には「苗植

え替え」のイベントを開催しました。このように東京農業大学では地域の方々と地域を活性化するさまざ

まな取組みを行っています。詳細は https://unicom-plaza.jp/newsrelease/6340 をご覧ください。 

■ 玉川大学継続学習センター ■

「花の商店街の様子」 

東京農業大学は、大学院 2 研究科、6 学部 23 学科を擁し、大学院生を含め 1 万 3 千人の学生が学ぶ我が国最大の

農学・生命科学系総合大学です。「農のこころ」を持った学生を育て、世界の各地域の課題解決に取組む人材を輩出

しています。 

■厚木キャンパスに実験実習棟を建設

農学部（厚木キャンパス）は 2018 年に学部改組を行い、4 学科になりました。これに合わせてカリ

キュラムを大幅に改正しました。新たな学びに対応するため、2019 年 6 月には東京農業大学の建築物

では初めて BELS 注１の認証を取得した実験実習棟（1F 食品加工実習室、2F 生物系実験室、3F 化学系

実験室）が完成します。 

注１：BELS（Building-Housing Energy-efficiency Labeling System） 

一般の建築物から５０％以上エネルギー使用量を削減した建築物が、省エネ性能を第三者認証制度により 

認定されるもの。 

日 時：4 月 20 日（土）～27 日(土) 

9:00～22:00 

(初日は 14:00～22:00) 

会 場：ロビー1 

入場料：無料  

対 象：どなたでも 

申 込：不要 

問合せ：女子美オープンカレッジセンター 

電話 03-5340-4646 

玉川大学では、「はじめる。広がる。深め

る。」 をテーマにあなたの興味が教養にかわる

年間約 200 の講座を開講します。みなさまの

ご参加をお待ちしています。 

①週末には哲学を! New!

②みんなで歌おう New!

③ぬり絵で学ぶ季節の植物Ⅰ New!

4 月 1 日（月）～ 順次開催 

以上の講座は玉川大学会場の一例です。その他の講

座、他会場はＨＰをご覧下さい。 

「実験実習棟」 



   

 

 

■開催期間  ：2019 年６月～12 月 

■応募受付期間：2019 年 3 月１日（金）～４月１５日（月） 

■内容： ①基礎コース：協働に関する基本的な知識・技能等を習得する 

②応用コース：地域活動や市民活動の実践的なスキルを習得する 

③専門講座：短期間の集中授業をもって学習効果を高める 

■受講料 ：コース受講：7500 円 講座単位の受講：1900 円 

※上記の金額は、教材費、保険料を含みます。ただし、フィールド 

ワーク等で交通費や入館料等が掛かる場合や一部の教材費について 

は、別途自己負担をいただくことがあります。 

※専門講座は「講座単位での受講」となります。 

 

PICK UP！  さがみはら地域づくり大学 新年度 開講します！ 

 

UNICOM PAPER 2019. April 

土曜日 14：00～15：00 
土曜日午後のひとときを、ユニコムプラザさがみはらのオーサーズカフェで過ごしませんか。 

地元の大学をはじめ、多彩なキャリア講師がちょっと気になる話を語ります。 

「アニマルウェルフェアに配慮した畜産食品（鶏卵・鶏肉・

豚肉）の生産と流通 EU，米国，アジアの動向」 

 鶏卵では EU や米国でケージフリーが急激に広がり、台湾でも外資
系の小売業を中心に広がり、鶏肉は、薬剤耐性菌対策のために抗菌物

質不使用の取組みと、スローグローイングが特徴である。豚肉は、ス
トール飼育を制限する EUの動きが日本でも議論が必要になると思わ
れる。 

 

「麻布大学いのちの博物館の楽しみ方」 

 
麻布大学いのちの博物館は 2015 年 9 月に「大学の出窓」としての

機能を担う機関として開館しました。その後、地域との連携に力を入
れ、アカデミズムを主体としながら、学生による解説などを特色とし、
展示だけでなく「子供教室」などのイベントも行っています。この講

座では博物館ができるまでの経緯や最近行った展示やイベントを紹介
しながら、本館の楽しみ方を説明します。 

 
麻布大学 獣医学部動物応用科学科 教授 大木 茂氏 

 

麻布大学いのちの博物館 高槻 成紀氏 

 

編集・発行 

[所在地]  

〒252-0303 神奈川県相模原市南区相模大野 3-3-2  

bono 相模大野 サウスモール 3 階 

[アクセス]  

小田急線相模大野駅北口より徒歩 3 分 

[休 所 日]  

12 月 29 日～1 月 3 日及び施設点検等で休所とする日 

[利用時間] 9:00 ～ 22:00 

[問い合わせ] 042-701-4370 

4月13日 4月27日 

詳しい情報、利用方法等は  

ホームページをご覧ください！   相模大野中央改札口から北口デッキに出て、左手に進むと

「bono 相模大野」がみえます。そのまま、bono 相模大野の 

ノースモールとサウスモールの間の 2F 中央通路（ボーノウォ 

ーク）を進み、「SoftBank」と「ほけん百花」の間を入った 

ところのエスカレーターで 3F に上がってください。 

ユニコムプラザさがみはらへのアクセス（電車でお越しの場合） 

 

高齢者でも気軽に取り組める筋肉トレーニングの 

要素を取り入れた盆踊り「相模原音頭」の練習をして 

います。音楽に合わせて楽しみながら踊っているうち 

に、知らずに筋肉が鍛えられ ME-BYO の改善にもつな 

がります。今夏の夏祭りで一緒に踊りましょう。 

日 時：4/20、5/11、6/15、7/13 の午後 1 時から 3 時まで 

会 場：ユニコムプラザさがみはら 実習室１ 

問合せ：（一社）コミュニティ ソーシャル サポート 高山 

    042-719-3928 wanowa7@gmail.com 

その他：練習日は浴衣でなく、動きやすい服装でご参加ください 

 

神奈川県内で初めて自転車条例を設けた 

市民として、その誇りを持って自転車事故 

削減に取り組むため、昨年度に引き続き関 

係のみなさまにご討議をいただきました。 

日ごろの活動から見られる課題などにつ 

いて、鈴木准教授（東海大学工学部土木工学科）からもアドバイスを 

いただき、今後の方向性として次のことを確認しました。 

●自転車の乗り方は「マナー」ではなく「ルール」であることを徹底 

するため、ルールとその理由を話す場を増やしていく。 

●モデル校を作り、学校生活の中で交通ルールを身につけてもらう。 

始めに南区内の 1 つの小学校をモデル校としさらに学区内をモデ 

ル地区に、最終的には南区全域がモデル区となることを目指す。 

●さまざまなイベント等での PR が必要なため、当ユニコムプラザさ

がみはらのまちづくりフェスタも活用いただく。 

傍聴者のみなさまからも、アンケートでさまざまなご意見をいただ

きました。 

参加のみなさま、傍聴のみなさま、ありがとうございました。 

引き続き自転車事故減少に向け、活動を継続していきましょう。 

「協働」の観点から、地域活動や市民活動を促進するために

必要な基本的な知識や実践的なスキルを学べる場です。 

相模原、まちづくりや市民活動に興味がある方ならどなた

でも受講できます。あなたが“いま”始めることが未来のさが

みはらをつくる 

 

受講者の声 

■市民目線での取組みの大切さを知りました。地域から発信できる

ように思っています。（基礎コース「協働とは何か」より） 

■現役学生と意見交換出来たことは刺激的であった。 

（基礎コース「私が描く相模原ビジョン」より） 

まちづくりモデル事業 
「筋力 UP の振り付けで・相模原音頭」 

 

第 3回ユニコムサミットを開催しました 

  行幸通り「ボーノ相模大野入り口」の信号を曲がると、 

左側に市営駐車場の入口があります。 

※ユニコムプラザ施設利用による割引はありません。 

ユニコムプラザさがみはらへのアクセス 

（電車でお越しの場合） （車でお越しの場合） 




